
 

（お知らせ） 

令和４年１２月６日 

京 都 市 交 通 局 

担当：自動車部運輸課 

ＴＥＬ：０７５－８６３－５１３２ 

 

 

「今後の市バス路線・ダイヤの在り方」（素案）に対する市民意見の募集について 

 

市バスは、市内バス輸送の約８５パーセントを担い、通勤・通学をはじめ、市民の

皆様の暮らしや産業、経済、観光、文化、スポーツなどの多様な都市活動を支えています。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、お客様と運賃収入は大

きく減少し、テレワークなどの新たな生活様式の導入等もあって、お客様数はコロナ禍

前の水準に戻らないと予想されることに加え、全国的なバス運転士等の担い手不足や、

多額の費用を要する車両等の設備の更新、原油価格の高騰など、かつてない危機的な状

況に直面しています。 

こうした中、令和４年３月に策定した「京都市交通局市バス・地下鉄事業経営ビジョ

ン【改訂版】（２０２１－２０２８）」に基づき、一層効率的で利便性の高い路線・ダイ

ヤ編成で将来にわたって市民生活と都市活動をしっかり支えていくことを目指し、この

間の御利用状況やニーズ等の変化、また、「京都市バスの路線・ダイヤの在り方に関す

る検討委員会」からいただく答申の内容も踏まえ、令和６年３月にダイヤ改正を実施す

ることとしております。 

この度、「今後の市バス路線・ダイヤの在り方」（素案）を取りまとめましたので、下

記のとおり、広く市民の皆様からの御意見を募集します。 

 

記 

 

１ 募集期間 

令和４年１２月１４日（水）～令和５年１月１３日（金）【必着】 

 

２ 市民意見募集冊子の配布場所 

 市バス・地下鉄案内所※、市バス営業所※、地下鉄駅（改札付近のラック／駅務室※）、

区役所・支所、情報公開コーナー、京都市図書館等 

冊子は、１２月１４日（水）から、配布及びホームページに掲載します。 
※の場所では、素案の内容を要約した「概要版」冊子に加えて、これまでの取組や 

令和３年市バス旅客流動調査の結果等のデータを掲載した詳細な「本編」冊子も併せ 

て配布します。 

京都市情報館（ホームページ）には、本編と概要版の両方のカラー版を掲載します。 

  

皆様からの御意見を 

お待ちしています！ 

京ちゃん 

京ちゃん パブコメくん 



 

３ 提出方法 

  以下のいずれかの方法により、御提出ください。 

⑴ 御意見送信フォーム 

https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/kotsu/0000305643.html 

⑵ 電子メール 

kotsu-j-unyu@city.kyoto.lg.jp 

※ メールの件名に「パブリックコメント」と御記入いただき、御意見は 

メール本文に御記入ください。 

⑶ ＦＡＸ、郵送又は持参 

・以下の提出先まで御提出願います。 

・意見募集冊子の最終ページ（ホームページにも掲載）の御意見記入用紙 

を御活用ください。なお、他の用紙でも結構です。 

 

４ 御意見の提出先・問合せ先 

京都市交通局 自動車部運輸課 路線計画担当（パブリックコメント担当） 

【住所】〒６１６－８１０４ 京都市右京区太秦下刑部町１２ 

【電話】０７５－８６３－５１３２ 

【ＦＡＸ】０７５－８６３－５１２８ 

【電子メール】 kotsu-j-unyu@city.kyoto.lg.jp 

【意見募集ページ】 

   https://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/kotsu/0000305643.html 

   

  ※ 持参の場合、平日の午前８時４５分～午後５時３０分の間に御提出ください。 

  （１２月２９日（木）～１月３日（火）は閉庁日です。） 

 

５ 御意見の取扱いについて 

  お寄せいただいた御意見は、後日、本市で概要をとりまとめ、御意見に対する考

え方と併せて、京都市情報館（ホームページ）で公開いたします。御意見に対する

個別の回答はいたしませんので、御了承ください。 

なお、この意見募集により収集した個人情報につきましては、「京都市個人情報

保護条例」に基づき適正に取り扱い、他の目的に使用することは一切ありません。 

 

６ 今後の予定 

  今回の市民意見募集で頂いた御意見を踏まえ、「京都市バスの路線・ダイヤの在り

方に関する検討委員会」において答申案を取りまとめていただき、令和６年３月実施

予定のダイヤ改正に向けて検討を進めてまいります。 

  なお、早期の対応が必要な取組については、前倒しで実施することも検討してまい

ります。 


